
インターンシップ報告書 

 

       学部：看護 学年：2年    氏名：小正帆香 

派遣国・都市：オーストラリア・パース 

期間：令和 2年 2月 17 日～3月 19 日 

 

 インターンシップ参加の動機 

もともと海外で働くということに興味があり、実際にこのプログラムに参加した先輩の話を聞いて参加

したい思いが高まりました。英語で話したり、多くの人の前で英語を使いプレゼンテーションをしたり

するスキルを身につけ、そのような機会が多い場所にとびこんでみたいと考えていました。また充実し

た環境でホームステイができるということも理由の一つです。 

高校生の時にホームステイをして、他の国の家庭も見たい、自分の英語力や取り組む姿勢にまだまだ課

題があると感じ、それらの課題を解決しオーストラリアの文化を知るためにもホームステイは魅力的だ

と思いました。 

 

 インターンシップ内容 

・図書館の業務（貸出、返却、図書館整理） 

・ワークショップ（スクールビジット）の補助 

・チャターボックスに参加（毎週土曜日） 

・日本語教室の補助（毎週木曜日と土曜日） 

・日本祭の準備（ゲーム作成、折り紙で景品作成） 

・日本祭でゲームの運営、書道体験コーナーの補助 

・その他（雛人形を飾る、掃除、教室の準備など） 

・日本語医療センター訪問 

・サポートネット虹の会の活動参加 

（リタイアメントビレッジ、ナーシングホーム訪問） 

・カーティン大学公衆衛生学部訪問 

 

 学んだこと、得たこと 

私はこのインターンシップでやりたいことのひとつにオーストラリアでの働き方の実状を調査すること

がありました。オーストラリアはワークライフバランスがしっかり保たれていて、フレキシブルな労働

環境が整っていると聞いたことがあったので、それが本当か確かめようと思いました。 

実際に、私のホストファザーはリモートワークをしていて常に家で仕事をしていました。彼に話を聞く

と、オーストラリアでは家で仕事をする人は多いということでした。また、街を歩いたときにカフェや雑

貨屋さんなどのお店が 4 時半ごろには閉店したり、平日の夜でもビーチではイベントが開催され、家族

の憩いの場となっている様子をみたりして、本当にワークライフバランスがとれているのだと実感しま

した。 



もちろんそれがすべての人に当てはまるとは限りませんが、自分の目で見てオーストラリアでは働き

やすい労働環境が整っているのではないかと考えました。また、パース滞在中はずっとホストファミリ

ーの家に宿泊していたのでオーストラリアの子どもがいる家庭を体験することができました。 

私は 2つの家庭に滞在したのですが、驚いたことがいくつかありました。 

1 つ目は子どもも大人も就寝時間がとても早いということです。そのせいか日本のように 24 時間空い

ているお店は少なく、朝早く開店し、夕方ごろには閉店するお店が多かったです。 

2 つ目は子どもの家での勉強時間が短く、その代わり外で体操や水球などの習い事をして過ごす時間が

長いということです。もちろん個人差はあるとは思いますが、現地の日本語教師からもオーストラリア

の子どもたちは外で体を動かしている時間が長く、勉強は学校にいるときに終わらせることが多いとい

うお話を伺いました。 

3 つ目はベビーシッターを雇うことが一般的だということです。オーストラリアでは女性の社会進出が

進んでいるため、ベビーシッターの需要が高いということが分かりました。私が滞在した家庭にいたベ

ビーシッターは大学生だったのですが、彼女によるとベビーシッターは大学生に人気のアルバイトだそ

うです。このことも女性が働きやすい社会を構成する一因になっているのだと感じました。 

 

 印象に残ったこと 

パースの人々はとてもフレンドリーで親切だということです。バスの乗り降りの際は必ず運転手に挨拶

やお礼を言います。他にも街をただ歩いているだけでも、挨拶をしてくれたり、スーパーで「日本人な

の？」と話しかけられそのまま会話が弾んだりすることもありました。日本ではありえない光景だった

ので、初めは驚きましたが、とても温かな文化だなと思いました。 

また、私は虹の会という非営利ボランティア団体の活動に参加させていただきました。その活動は、リ

タイアメントビレッジやナーシングホームで暮らす認知症の日本人の方を訪問し、お話を聞くというも

のでした。そこで、オーストラリアで過ごした年数の方が長いにも関わらず、年をとると第 2言語は忘れ

てしまい、日本語と日本食が必要になるということを知りました。日本にいたのは、はるか昔だから、私

はむしろ日本語を忘れてしまうのでは、と考えていましたが、その逆だったので驚きました。この経験か

ら、海外で暮らす日本人の高齢者を支援するには、日本人も必要なのだと学びました。 

また、日本語医療センターでオーストラリアの医療について学んだ際も驚くことがたくさんありまし

た。例えば、オーストラリアは GP(一般開業医)、専門医という 2 種類に分かれていて、どのような症状

でもまず GP で診察を行い、さらに専門的な診断や治療が必要な場合は、専門医への紹介が必要になりま

す。GP、専門医どちらの受診も完全に予約制で 2～4週間の予約待ちはよくあることだそうです。日本で

あれば外来ですぐに受診できるので、そんなに待たねばならないのかと衝撃を受けました。また、オース

トラリアにはメディケアという国民健康保険があるのですが、これに加入すると公立病院での診察、検

査、入院などはほぼ全額カバーされるということにも驚きました。このように日本とオーストラリアど

ちらの医療も一長一短がありますが、国によって医療システムが全く異なることを知りました。 

 

 苦労したこと 

ホストファミリーと過ごす休日はとても楽しみでしたが、同時に英語しか使えないという不安も感じま

した。私のホストマザーはウェールズ出身だったのですが、私はウェールズアクセントを全く知らず、聞



き取れないことがよくありました。オーストラリアは多文化の国なので様々な英語が使われています。

オーストラリアだからオージーイングリッシュという短絡的な考え方をしていたことを後悔し、もっと

いろいろなアクセントの英語を聞く習慣をつけておくべきだったと思いました。 

また、公共交通機関の遅延に苦労しました。バスが大幅に遅延し、出勤時間に遅れてしまうことが数回

あり、少しストレスに感じました。しかし現地の人曰く、電車やバスが遅れることはよくあることだか

ら、よほどのことでない限り、遅れてしまっても許されるそうです。やはり日本の公共交通機関の正確性

は素晴らしいと思いました。 

 

 現地で必要な語学力・スキル 

英語力は日常会話ができれば十分だと思います。 

ホストファミリーと話したり、センターの職員や虹の会の会員の方と話したりするときに英語を使い

ます。不安な場合は事前にホームステイ英会話などの本を読んだり、音声を聞いたりすると安心できる

かもしれません。また、とにかく積極的に話そうとする意欲と度胸が大切だと思います。黙り込んでしま

ってはせっかくの機会がもったいないです。 

パースは本当に親切な人が多く、積極的に話しかければ、みんな一生懸命最後まで聞き取ろうとしてく

れるし、わかりやすく伝えようと努力してくれます。発音はあまり気にせず、伝わればいいくらいの気持

ちで話せば、心が楽になり、会話も楽しくなると気づきました。また、やはり文化が違うので、どうして

も嫌なことには遠慮せず No と言える度胸も必要だと感じました。 

 

 この経験を今後どう活かしていくか 

これまでの人生で一番長く海外に滞在してみて、日本、オーストラリアそれぞれのいいところ、悪いとこ

ろを知ることができました。今回の経験を通して、海外に行って文化の違いを知ることは面白く、私にと

って一番わくわくすることだと再認識したので、これからも多くの国を見て自分の知らない世界を知り

たいと思いました。 

また、兵庫文化交流センターでは、大勢の前で 15分間英語でプレゼンテーションをするという貴重な

経験ができました。私は日本の伝統的な食材をテーマにして行ったのですが、日本の知識も深まり、たく

さんの方からとても面白くてよかったという感想を頂いて自信につながりました。これからもプレゼン

テーションや人前で話す機会があると思うので、今回の経験や反省点を活かしたいと思います。 

そして、日本語医療センターや虹の会、カーティン大学公衆衛生学部への訪問は自分の将来のやりたい

ことをより具体的で明確にするきっかけになりました。現地で働く看護師さんやボランティアのお話を

聞いて、海外でキャリアを積むこともいい選択だと思いました。今までは海外で働くことはとてもハー

ドルの高いことだと思っていましたが、実際に行ってみると、ワーキングホリデーで働く日本人やオー

ストラリアでも資格を取って働く日本人の看護師さんがたくさんいることを知り、感銘を受けました。 

もちろん簡単ではないし勇気のいる行動だけれど、このような方々とお話して、私にもできるかもしれ

ない、やってみたいと考えられるようになりました。 

これからも挑戦する精神を忘れず、さらに長期間いろいろな国に行き、異なる文化を体験したいです。 

 

 後輩へのメッセージ 



海外で暮らしてみたい、海外で働きたいという人はぜひ応募してみてください。 

私も最初は不安でいっぱいでしたが本当に参加してよかったと思いますし、実り多いものだと自信を

持って言えます。 

1 か月は終わってみると一瞬ですが、振り返るととても懐かしく感じます。 

たった 1 か月だけど、心に残るたくさんの思い出ができるし、もっと英語力や自分を高める努力をし

ようと自らを見つめ直すきっかけにもなります。 

まだ何でもできる若いうちにやりたいことは挑戦しましょう！ 

このようなプログラムに参加できるのはとてもラッキーだと思います。 

これからパースに渡航するみなさんを応援しています。 

 

 


